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「
老
若
」
　
を
中
心
に

菓

竹
　
　
民

目
　
　
次

は
じ
め
に

「
問
題
の
提
起

二
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
年
寄
り
と
若
者
」
を
示
す
語

三
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
老
若
」

四
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
老
若
」
　
の
形
成
に
つ
い
て

お
わ
り
に

は
　
じ
　
め
　
に

漢
語
は
早
く
日
本
に
伝
来
し
、
日
本
語
に
同
化
し
た
。
し
か
し
、
日
本
語
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
語
は
、
長
い
年
月
を
経
て
本
来
の

中
国
語
と
異
な
る
意
味
が
発
生
し
、
所
謂
和
化
漢
語
が
出
現
す
る
の
み
な
ら
ず
、
本
来
の
中
国
語
に
は
見
え
ず
、
日
本
で
造
語
さ
れ
た
和
製

漢
語
も
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
和
製
漢
語
の
形
成
の
過
程
、
要
因
等
は
多
岐
多
様
に
亘
る
が
、
個
々
の
和
製
漢
語
を
詳
細
で
通
時
論
的
に
考

究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
類
型
的
な
把
握
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
類
型
を
求
め
、
積
重
ね
る
上
に
、
初
め
て
和
製
漢
語
の

全
容
を
体
系
的
に
把
え
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。



本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
意
図
に
基
づ
い
て
『
和
泉
往
来
』
　
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
老
若
」
に
注
目
し
、
そ
の
形
成
の
過
程
、
要
因
等
を

辿
り
な
が
ら
、
右
の
想
定
を
解
明
し
て
ゆ
く
手
懸
り
を
模
索
し
た
い
。

一
、
問
題
の
提
起

『
和
泉
往
来
』
は
『
雲
州
往
来
』
と
比
肩
す
る
古
い
往
来
物
で
あ
る
。
そ
の
資
料
性
に
つ
い
て
は
、
巳
に
少
な
か
ら
ぬ
先
学
の
研
究
に
よ
っ

て
論
述
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
再
び
に
触
れ
る
の
を
省
く
こ
と
に
す
る
。
『
和
泉
往
来
』
　
に
は
次
の
よ
う
な
文
が
有
る
。

カ
ウ
　
　
　
　
ス
ヘ
カ
ラ
ク
ヱ
ラ
ム
リ
ウ
ク
ヲ
　
シ
カ
レ
ト
モ
リ
ヤ
ウ
ケ
ス
へ
シ
サ
イ
カ
タ
ヲ

其
ノ
講
匠
者
須
三
　
拝
こ
龍
駒
一
然
而
量
日
計
三
才
学

シ

バ

レ

ス

イ

ニ

　

　

　

ト

メ

　

　

レ

ラ

ウ

　

　

　

ラ

ウ

　

コ

ト

こ

ヲ

ノ

ツ

カ

ラ

　

　

サ

イ

　

　

ヲ

於
二
技
華
一
不
三
認
二
年
薦
t
於
老
】
若
　
自
　
以
採
用
一
（
高
野
山
西
南
院
蔵
和
泉
往
来
Ⅲ
）

シ

ヤ

ク

維
摩
会
の
講
匠
を
選
ぶ
に
際
し
て
、
年
寄
り
か
若
者
か
を
問
わ
ず
に
、
そ
の
才
学
を
重
視
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
文
脈
で
あ
ろ
う
。
文
中
の

「
老
若
」
は
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
対
義
的
な
意
味
を
示
す
二
つ
も
の
が
組
み
合
わ
せ
ら
れ
て
い
る
語
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
よ
み
と

し
て
は
、
音
合
符
と
音
よ
み
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
字
音
よ
み
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
「
老
若
」
は
こ
こ
で
漢
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。
尚
、
古
辞
書
に
も
「
老
若
」
が
二
字
漢
語
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば

老
若
詣
譜
ク
（
黒
川
本
色
葉
字
類
抄
中
四
一
オ
⑤
畳
字
）

文
明
本
節
用
集

ラ
ウ
ニ
ヤ
ク

老
若
　
（
規
⑦
）

ヲ
イ
ワ
カ
シ

と
あ
る
。
「
老
若
」

温
故
知
新
書

都
監
（
犯
④
）

の
両
字
の
呉
音
、
漢
音
は
各
々
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

法
華
経
単
字

「
オ
イ
」

ヲ
ヰ
タ
リ

老
（
平
）
到
引
璧
ロ
（
告
字
‥
平
濁
）
　
（
2
7
4
4
）

中
日
漢
語
対
照
研
究

長
承
本
蒙
求

（
マ
、
こ

ラ

ウ

　

ラ

イ

　

ハ

＞

　

　

イ

老
（
上
）
莱
（
平
）
斑
（
平
軽
）
衣
（
平
軽
）
　
（
1
1
1
）
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（
タ
）

軍
、
P
…
誓
5
2
3
）

ナ
ム
チ

若
（
平
）
l
一
l
一
l
刊
外
ヨ
シ
、
ク

コ

　

　

ヤ

　

　

　

　

　

ヘ

ウ

姑
（
平
）
射
（
去
）
若
（
入
濁
）
氷
（
平
）
（
1
4
1
）

シ
ヤ
タ

図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
論
壮
弱
　
（
東
⑥
）

新
訂
韻
鏡

老
雌
外
挿
第
二
十
五
敷
撞
1
8
1
上
奪
略
空
等
舌
音
清
濁

若
1
弱
爛
内
樽
第
三
十
一
閃
宕
撮
用
人
聾
薬
空
専
歯
音
清
濁

こ
の
「
老
若
」
の
出
自
は
何
処
に
求
め
ら
れ
よ
う
か
。
漢
語
で
あ
る
以
上
、
ま
ず
、
中
国
文
献
を
調
べ
る
の
が
近
道
で
あ
ろ
う
。

二
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
年
寄
り
と
若
者
」
を
示
す
語

「
老
若
」
の
出
所
を
求
め
る
為
に
、
ま
ず
、
中
国
文
献
を
調
査
す
る
こ
と
に
す
る
。
文
体
に
よ
る
使
用
上
と
意
味
上
の
異
同
を
明
ら
か
に

し
、
ま
た
、
調
査
漏
れ
を
防
ぎ
、
能
率
を
高
め
る
為
に
、
中
国
文
献
を
、
そ
の
表
現
形
式
、
内
容
に
よ
っ
て
次
の
よ
う
な
三
つ
の
文
章
ジ
ャ

ン
ル
に
分
け
て
、
調
べ
る
方
が
有
効
で
あ
ろ
う
。

一
、
韻
文
－
詩
、
辞
、
賦
、
詞
等

二
、
散
文
－
春
秋
以
前
散
文
、
歴
史
散
文
、
諸
子
散
文
、
史
書
、
小
説
、
文
学
批
評
等

三
、
漢
訳
仏
典
1
－
仏
書
、
経
注
等

中
国
文
献
を
右
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
別
に
調
べ
て
み
た
結
果
、
管
見
に
及
ん
だ
中
国
文
献
か
ら
は
「
老
若
」
の
使
用
例
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
資
料
の
制
約
に
よ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
し
か
し
現
時
点
で
は
「
老
若
」
は
字
音
よ
み
で
あ
る
も
の
の
、
中
国
語
出
自
の
漢
語
と
判

定
し
か
ね
る
。

さ
て
、
中
国
文
献
で
は
、
そ
の
「
老
若
」
の
不
在
に
よ
っ
て
生
じ
て
く
る
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
語
に
相
当
す
る
部
分
の
空
白
が
如



何
な
る
語
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
て
い
る
の
か
。
以
下
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
今
回
の
調
査
で
、
次
の
用
例
の
示
す
よ
う
に

「
老
少
」
、
「
老
弱
」
、
「
老
中
」
と
い
う
三
語
に
よ
っ
て
、
そ
の
空
白
が
補
完
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

1
、
割
到
同
一
死
（
陶
淵
明
詩
0
1
2
9

2
、
百
姓
薗
到
随
車
駕
沸
泣
（
後
漢
書
1
1
1
6
③
）

3
、
則
不
應
有
利
到
盛
衰
憶
念
往
事
（
大
般
浬
架
経
巻
ハ
川
上
⑤
）

4
、
瑚
矧
笑
道
路
、
願
閲
兵
甲
休
（
杜
詩
7
4
2
1
3
7
）

5
、
君
之
民
朝
矧
時
平
溝
墾
（
孟
子
8
1
3
B
u
）

6
、
男
女
萄
小
失
分
守
者
（
墨
子
1
0
8
7
0
）

7
、
割
引
盲
冥
諸
根
不
具
（
楔
伽
阿
政
多
羅
宝
経
巻
三
鋼
下
⑳
）

中
国
文
献
に
於
け
る
「
老
少
」
、
「
老
弱
」
、
「
老
中
」
の
使
用
状
況
は
表
一
の
と
お
り
で
あ
る
。

表

老 老 老象対察考

小 弱 少 献文

文韻

1 詩明淵陶

1
）晋
朝

国
北

三
南

画
全

1 1 詩杜

1 集歌愈韓

1 集詩披東蘇

文散

2 子孟

1 子荘

4 4 1 子墨

3 子管

1 子萄

1 秋春氏呂

1 3 1 書漠後

1 注蓑及志国三

2 選文

1 要政親貞

1 筆随国中

典彿訳漠

1 1 7 経蔵大

6 42 21 計

中
日
漢
語
対
照
研
究
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表
一
の
示
す
が
如
く
、
今
回
調
査
し
た
限
り
の
中
国
文
献
に
於
い
て
は
、
「
老
弱
」
は
「
老
少
」
「
老
中
」
よ
り
多
用
さ
れ
て
、
「
年
寄
り
と

若
者
」
と
い
う
意
味
分
野
の
中
心
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
但
し
、
『
大
蔵
経
』
で
は
、
「
老
弱
」
よ
り
「
老
少
」
の

方
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。

で
は
、
何
故
中
国
文
献
に
は
「
老
若
」
が
見
え
な
か
っ
た
の
か
。
次
に
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。
中
国
文
献
か
ら
「
老
若
」
を
見
出

す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
「
老
若
」
を
成
す
後
部
要
素
「
若
」
が
日
本
語
の
よ
う
に
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
有
し
て
い
な
い
た
め

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
、
後
部
要
素
「
若
」
に
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
が
存
し
て
い
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い

う
対
義
的
な
意
味
を
示
す
の
に
は
、
「
老
」
と
結
合
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
中
国
文
献
に
は
「
老
若
」
と
い
う
語
が
現
れ
な
か
っ

た
わ
け
で
あ
る
。
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
は
次
に
挙
げ
る
中
国
の
古
辞
書
に
於
け
る
「
若
」
に
関
す
る
記

述
か
ら
察
知
さ
れ
る
。

若
　
菜
也
仏
典
宰
馨
貰
揮
莱
也
臥
州
右
右
手
也
一
日
杜
若
香
典
（
説
文
解
字
）

若
　
菜
也
謂
取
菜
糞
之
也
集
駒
有
事
華
烹
也
即
此
字
揮
莱
也
正
訓
揮
揮
菜
引
仲
之
義
也
若
順
也
如
也
然
也
乃
也
汝
也
又
兼
及
之
詞
（
例
略
）

（
説
文
解
字
注
）

若
柳
出
講
託
／
群
指
鵬
臥
馳
淑
讐
耐
篭
望
　
若
謂
軸
／
訳
講
誓
広
韻
）

若
承
飯
豊
霊
鵠
謂
謝
括
琵
法
益
琴
。
豊
富
頚
訓
彗
昌
若
君
綬
垂
児
昌
今
人
（
類
篇
）

若
詔
禦
謀
緒
譜
飢
（
集
韻
）

若
［
説
文
］
若
揮
菜
也
又
［
玉
篇
］
杜
若
香
草
又
順
也
［
詩
小
雅
］
令
孫
是
若
又
汝
也
又
如
也
乃
也
又
語
辞
［
疏
］
若
者
不
定
之
辞
也
［
注
］

若
者
務
及
之
辞
也
又
若
々
垂
貌
［
注
］
若
海
神
又
歳
名
又
若
木
又
水
名
又
姓
又
［
広
韻
］
人
者
切
音
惹
乾
草
也
又
般
若
梵
語
謂
智
慧
也

（
例
略
）
　
（
康
配
…
字
典
）

右
に
挙
げ
た
中
国
の
古
辞
書
に
於
け
る
「
若
」
の
記
述
を
見
れ
ば
、
気
づ
か
れ
る
よ
う
に
、
い
ず
れ
も
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
が
記
述
さ



れ
て
い
な
い
。
中
国
文
献
に
は
「
老
若
」
が
形
成
さ
れ
な
か
っ
た
の
が
ほ
か
で
も
な
く
そ
の
後
部
要
素
「
若
」
に
起
因
す
る
こ
と
を
右
の
古

辞
書
の
記
述
か
ら
も
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

右
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
「
老
若
」
は
中
国
文
献
に
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
下
、
日
本
文
献
に
目
を
向
け
て
、
「
老
若
」

が
日
本
文
献
に
如
何
に
反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
、
何
時
代
に
登
場
し
て
き
た
の
か
、
ま
た
そ
の
形
成
の
過
程
、
要
因
が
如
何
な
る
も
の
か
等

の
問
題
を
巡
っ
て
検
討
を
施
し
て
み
た
い
。

三
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
老
若
」

先
に
見
た
よ
う
に
、
中
国
文
献
か
ら
は
「
老
若
」
を
検
出
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
因
っ
て
、
「
老
若
」
は
中
国
語
出
自
の
漢
語
で
な

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
得
た
か
と
思
う
。
次
に
日
本
文
献
に
於
け
る
「
老
若
」
の
使
用
状
況
を
見
よ
う
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
日
本

文
献
を
そ
の
表
現
形
式
、
内
容
に
基
づ
い
て
分
類
す
る
方
が
有
効
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
日
本
文
献
は
次
の
よ
う
な
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
分
つ
こ

（1）

と
が
出
来
る
。

一
、
仮
名
文
－
用
物
語
、
日
記
、
随
筆
佃
和
歌
集

二
、
漢
文
－
畑
漢
詩
文
㈲
公
卿
日
記
㈲
古
文
書
、
古
往
来
㈲
法
令
、
史
書
の
伝
記
、
往
生
伝
の
類

三
、
和
漢
漉
清
文
－
㈱
説
話
集
㈱
軍
記
物
㈹
紀
行
文
の
類

右
の
分
類
に
従
っ
て
、
日
本
文
献
を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
「
老
若
」
の
使
用
例
が
確
認
さ
れ
た
文
章
ジ
ャ
ン
ル
は
漢
文
と
和
漢
混
清
文
と
の

二
つ
の
み
で
あ
る
。
管
見
に
入
っ
た
仮
名
文
か
ら
は
「
老
若
」
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
日
本
文
献
に
於
い
て
は
、
「
老
若
」
は
文

章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
使
用
上
の
差
異
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

尚
、
今
回
調
査
し
た
資
料
で
は
、
「
老
若
」
の
初
出
例
は
次
に
挙
げ
る
『
平
安
遺
文
二
』
に
現
れ
て
い
る
十
世
紀
末
期
ご
ろ
の
用
例
と
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

中
日
漢
語
対
照
研
究
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語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
二

（
乾
カ
）

然
而
又
可
烏
寺
家
長
吏
佃
故
大
師
一
室
弟
子
中
、
不
求
葡
萄
、
以
吏
袴
堪
者
可
鵠
長
吏
也
者
、
仇
撰
定
附
属
忠
印
大
法
師
既
軍
、
（
平
安
遺

文
二
天
元
三
（
欄
）
年
4
5
6
上
⑮
）

文
の
場
面
と
し
て
は
、
前
出
の
『
和
泉
往
来
』
の
そ
れ
と
似
通
っ
て
、
僧
侶
の
間
に
行
わ
れ
る
選
抜
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
『
和
泉
往
来
』

の
方
で
は
、
維
摩
会
の
講
匠
を
揮
ぶ
に
は
「
老
若
」
を
不
認
、
右
の
例
で
は
、
長
更
を
揮
ぶ
に
は
「
老
若
」
を
不
求
。
文
中
の
「
老
若
」
は

『
和
泉
往
来
』
の
そ
れ
と
同
様
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
対
義
的
な
意
味
を
表
わ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
亦
、
両
者
と
も
「
老
若
」
が
僧
侶

と
共
起
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
和
泉
往
来
』
の
「
老
若
」
は
右
の
『
平
安
遺
文
二
』
に
於
け
る
「
老
若
」
を
踏
襲
し
た
も
の
で

は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。

尚
、
「
老
若
」
が
見
え
な
か
っ
た
漢
詩
文
を
除
い
た
、
今
回
調
査
し
た
漢
文
で
は
「
老
若
」
が
次
の
表
二
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
表

二
の
示
す
よ
う
に
、
日
本
で
造
語
さ
れ
た
「
老
若
」
は
平
安
鎌
倉
両
時
代
を
通
じ
て
も
、
そ
の
使
用
の
度
合
は
決
し
て
高
い
と
言
え
な
い
の

で
あ
る
。

老 象対察考

若 献文

1 文追安平

1 01－1文遺倉鎌

2 書文古本日大
8‾1番文院南東

3記月明

1記富康

1 来往泉［＝H寿

1 自
ひ

胤月二十

1 来往倉鎌

11計

今
回
の
調
査
で
、
「
老
若
」
は
十
世
紀
末
期
頃
登
場
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
で
は
、
十
世
紀
以
前
に
は
、
「
老
若
」
の
示
す



概
念
部
分
を
負
う
も
の
は
如
何
な
る
語
に
よ
っ
て
担
当
さ
れ
て
い
る
の
か
。
次
に
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
検
討
し
て
み
る
。

1
、
時
泣
而
死
萄
列
窮
相
謂
日
是
焼
彿
像
之
罪
臭
（
日
本
書
紀
巻
廿
1
1
5
⑤
）

2
、
位
男
女
判
列
（
風
土
記
1
1
0
⑥
）

ユ
ル
シ

3
、
年
雄
二
判
然
情
状
難
レ
原
　
（
律
令
2
3
②
）

4
、
百
姓
男
女
老
少
（
三
代
貿
録
貞
観
ハ
　
（
瞞
）
年
期
⑯
）

5
、
貴
践
薗
到
相
博
（
古
語
拾
遺
序
用
②
）

右
の
例
の
よ
う
に
、
十
世
紀
以
前
に
は
「
老
少
」
と
い
う
語
に
よ
っ
て
「
老
若
」
　
の
担
当
す
る
も
の
が
分
担
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
加

え
て
、
十
世
紀
以
後
「
老
若
」
が
現
れ
て
い
て
も
、
漢
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
於
け
る
「
老
少
」
は
依
然
と
し
て
多
用
さ
れ
て
、
そ
の

使
用
状
が
次
の
表
三
の
と
お
り
で
あ
る
。

老 象対察考

少 献文

2解集今

2令律

2 録安代三

2 格代三衆類

2 略要事政

2 紀世朝本

2 載群野朝

4 略紀本日

8 紀略桑扶

1抄錬百

2記宮西

5 文遺安平

21 01‾1文遣倉鎌

1記経左

2記春

1記左水

1記昌永

1薬玉

3記月明

1記吉

1 来憺日用ハ
雲

1 来往山東

2 記楽極生往本日

2 記験華法国本日大

1 伝生往遺拾後

1 記生往外三

1 記主座台天

56計

表
三
の
示
す
が
如
く
、
「
老
少
」
は
使
用
範
囲
と
い
い
、
使
用
例
数
と
い
い
、
「
老
若
」
を
遥
か
に
上
回
っ
て
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う

中
日
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語
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鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三
四

意
味
分
野
の
中
心
的
な
役
割
を
果
し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
特
に
、
「
老
少
不
定
」
、
「
男
女
老
少
」
と
い
う
表
現
は
漢
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン

ル
で
定
着
度
が
高
く
、
慣
用
的
な
言
い
方
と
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

6
、
通
俗
尊
卑
男
女
老
少
（
朝
野
群
載
郁
⑩
）

7
、
薦
威
儀
御
又
元
益
老
少
不
定

（
平
安
遺
文
七
2
5
5
1
下
⑯
）

一
方
、
「
男
女
老
若
」
、
「
老
若
不
定
」
と
い
う
表
現
が
見
出
せ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
「
老
少
」
が
中
国
語
出
自
の
漢
語
で
、
古
く
か
ら
使
用

さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
の
「
老
若
」
が
日
本
で
造
語
さ
れ
た
新
し
い
二
字
漢
語
で
、
熟
語
と
し
て
の
歴
史
が
浅
く
、
「
老
少
」
ほ
ど
の
熟
合
度

が
高
く
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
「
老
若
」
が
確
認
さ
れ
た
和
漢
混
清
文
に
目
を
向
け
て
、
検
討
を
加
え
て
み
よ
う
。
和
漢
混
清
文
の
語
彙
は
漢
文
訓
読
語
、
和
文
語
、

（2）

記
録
語
及
び
中
世
以
後
の
俗
語
か
ら
な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
表
二
に
挙
げ
た
文
献
の
よ
う
に
、
「
老
若
」
は
漢
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル

の
古
記
録
類
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
記
録
語
的
な
性
格
を
持
っ
て
い
る
語
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
「
老
若
」
が
和
漢
混
清
文

に
見
え
た
の
は
そ
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
老
若
」
は
古
記
録
類
の
受
容
で
、
記
録
語

と
も
位
置
づ
け
ら
れ
よ
う
。
但
し
、
今
回
調
査
し
た
限
り
の
和
漢
混
清
文
か
ら
は
、
「
老
若
」
が
次
の
二
例
し
か
検
出
し
得
な
か
っ
た
。

1
、
念
仏
マ
フ
サ
ル
ゝ
葡
萄
ソ
ノ
カ
ス
ヲ
シ
ラ
ス
（
歎
異
抄
2
1
上
墜

2
、
三
塔
九
院
の
大
衆
葡
萄
も
、
甲
胃
を
著
し
弓
箭
を
帯
し
て
木
曽
に
同
意
す
。
（
源
平
盛
衰
記
1
6
7
④
）

と
あ
る
。
こ
の
「
老
若
」
に
対
し
て
、
次
の
例
の
よ
う
な
句
的
形
態
が
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
対
義
的
な
意
味
を
表
わ
す
の
に
多
用
さ

れ
る
。
そ
の
用
例
数
は
　
「
老
若
」
　
の
そ
れ
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
。

ォ

ホ

ク

　

　

オ

イ

　

ワ

カ

　

　

　

ワ

ラ

ア

ヒ

　

　

カ

ギ

リ

ナ

3
、
此
ヲ
見
ル
ニ
多
ノ
人
、
老
タ
ル
若
キ
ト
モ
元
ク
咲
ヒ
合
タ
ル
事
元
限
シ
（
今
昔
物
語
集
五
5
8
⑤
）

4
、
ソ
ノ
シ
マ
ノ
オ
ト
コ
女
、
ヲ
ヒ
タ
ル
ワ
カ
キ
、
魚
ト
ラ
ム
タ
メ
ニ
二
三
年
ハ
カ
リ
ホ
ト
、
ヨ
ル
ヒ
ル
念
悌
ヲ
シ
ケ
ル
ハ
ミ
ナ
極
楽
へ

マ
イ
リ
ニ
ケ
リ
（
法
華
百
座
間
書
抄
3
0
7
⑫
）



と
あ
る
。
日
本
で
造
語
さ
れ
た
「
老
若
」
は
そ
う
い
う
句
的
形
態
を
土
台
に
、
成
立
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

二
例
し
か
見
え
な
か
っ
た
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
老
若
」
は
そ
の
定
着
度
が
高
く
な
い
こ
と
が
反
映
さ
れ
る
。
次
に
「
老
若
」
と
い
う

和
製
漢
語
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
次
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

ツ

カ

ハ

シ

　

ヨ

バ

　

　

ツ

カ

ヒ

ユ

キ

　

コ

ノ

サ

ン

ダ

ン

コ

ヱ

　

　

キ

ハ

メ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ト

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

ク

ノ

ゴ

ト

ク

5
、
人
ヲ
遣
テ
尋
ネ
呼
ス
ル
こ
、
使
行
テ
、
此
讃
歎
ノ
音
ヲ
聞
ク
二
極
テ
貴
ク
シ
テ
皆
、
馬
・
牛
ノ
事
ヲ
バ
不
問
ズ
シ
テ
涙
ヲ
流
シ
テ
此
ヲ
聞
ク
。
如
此
シ

ナ

ン

ニ

ヨ

　

オ

イ

テ
、
男
女
、
老
タ
ル
、
若
キ
、
ポ
ア
影
で
此
ヲ
聞
ク
。
（
今
昔
物
語
集
巻
十
一
行
基
菩
薩
、
学
備
法
導
人
語
第
二
）

オ
イ

文
中
の
「
老
タ
ル
若
キ
」
は
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
意
味
を
示
す
。
実
は
、
『
今
昔
物
語
集
』
の
行
基
菩
薩
学
彿
法
導
人
語
と
い
う
話
は
、

平
安
中
期
頃
成
立
の
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
第
二
話
に
基
づ
い
て
構
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
挙
げ
て
み
れ
ば
、

6
、
令
便
尋
呼
。
男
女
朝
到
来
寛
者
。
聞
其
讃
嘆
之
声
。
不
問
牛
馬
。
泣
而
忘
帰
。
（
5
0
1
⑱
）

と
な
る
。
両
者
を
比
較
す
れ
ば
、
内
容
と
し
て
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
か
ろ
う
。
但
し
、
両
者
に
は
一
つ
の
注
目
す
べ
き
異
同

オ
イ

も
存
し
て
い
る
。
そ
れ
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
「
男
女
老
少
」
に
対
し
て
、
『
今
昔
物
語
集
』
で
は
「
男
女
老
タ
ル
若
上
の
よ
う
に
、

「
少
」
の
代
り
に
「
若
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
又
、
こ
の
行
基
菩
薩
に
関
す
る
話
は
『
扶
桑
略
記
』
に
も
見
え
る
。

7
、
令
二
レ
便
尋
呼
一
。
男
女
老
l
到
来
寛
者
。
聞
二
其
讃
嘆
之
撃
。
不
問
二
牛
馬
一
。
泣
而
忘
レ
蹄
。
（
天
平
十
七
年
9
4
⑮
）

の
如
く
、
話
の
内
容
も
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
そ
れ
と
一
致
し
て
お
り
、
文
中
の
「
男
女
老
少
」
も
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
と
同
様
で
あ

る
。尚

、
『
今
昔
物
語
集
』
の
出
典
の
一
つ
と
い
わ
れ
る
鎮
源
撰
の
『
本
朝
法
華
験
記
』
の
三
種
の
写
本
、
一
種
の
版
本
の
う
ち
で
は
最
も
古
く

信
頼
度
の
高
い
も
の
で
あ
る
高
野
山
宝
寿
院
蔵
『
日
本
法
華
験
記
』
（
仁
平
三
（
墜
年
の
写
本
）
に
も
、
行
基
菩
薩
の
話
が
見
え
る
。

ス

テ

、

　

　

　

　

　

　

と

　

　

　

こ

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ハ

　

ツ

カ

ヒ

ヲ

シ

テ

　

∋

ハ

ヲ

ト

コ

ヲ

ム

ナ

モ

キ

モ

リ

モ

ト

ム

ル

8
、
捨
牛
馬
而
従
者
殆
成
成
数
百
牛
馬
之
主
有
之
時
令
使
　
尋
呼
男
女
老
少
来
寛
　
（
第
二
行
基
菩
薩
9
ウ
②
）

モ

キ

モ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

モ

キ

モ

　

　

　

キ

話
の
内
容
は
右
に
挙
げ
た
㈲
㈲
刑
と
殆
ど
変
わ
ら
な
い
。
文
中
の
「
老
少
」
は
「
老
少
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
老
少
」
の
「
少
」

中
日
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一
三
六

は
「
ワ
カ
キ
」
と
訓
ま
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
「
少
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓
と
の
対
応
関
係
の
成
立
が
平
安
初
期
或
い
は
そ
の
以
降
の

訓
点
資
料
か
ら
看
取
さ
れ
る
。
例
え
ば
、

ワ

カ

　

　

イ

サ

（

ぎ

）

　

ヨ

　

△

△
男
】
子
女
－
人
（
の
）
年
抄
ク
シ
テ
浄
】
潔
（
ク
）
荘
－
厳
セ
ル
あ
り
。
（
斯
道
文
庫
蔵
願
経
四
分
律
平
安
初
期
点
4
一
2
）

ヲ

ノ

コ

モ

ヲ

ム

ナ

モ

　

　

　

　

　

　

ワ

カ

キ

モ

ヒ

ト

ビ

（

と

）

コ

ト

ゴ

ト

ク

ア

ツ

マ

△
是
の
時
に
嘗
（
て
）
　
［
也
］
士
　
女
　
威
（
く
）
に
禽
シ
少
　
長
　
畢
　
二
挙
り
（
ぬ
）
　
（
石
山
寺
本
大
唐
西
域
記
長
寛
移
点
四
5
9
5
⑧
）

ワ

カ

　

　

　

プ

　

　

　

　

　

　

　

プ

△
沙
ウ
テ
亦
苦
老
（
い
）
テ
モ
亦
苦
（
神
田
本
自
民
文
集
天
永
点
三
、
9
ウ
）

と
あ
る
。
「
少
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
が
確
立
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（

2

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

イ

成
立
時
代
か
ら
も
相
互
受
容
関
係
か
ら
も
『
今
昔
物
語
集
』
の
「
男
女
老
タ
ル
若
キ
」
の
「
老
タ
ル
若
キ
」
は
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
等
の
「
男

オ
イ

女
老
少
」
の
「
老
少
」
の
訓
読
で
あ
る
と
判
断
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
「
老
少
」
を
「
老
タ
ル
若
キ
」
と
訓
読
す
る
の
は
右
に
挙
げ

モ
キ
モ

た
『
日
本
法
華
験
記
』
　
の
「
老
少
」
を
「
老
少
」
と
訓
読
す
る
と
い
う
過
程
を
経
て
実
現
し
た
と
考
え
る
こ
と
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

ま
ず
「
老
少
」
　
の
「
少
」
を
「
ワ
カ
キ
」
と
訓
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
が
成
立
し
て
い
る
前
提
の
下
で
、

そ
の
「
ワ
カ
キ
」
に
対
し
て
、
「
少
」
の
代
わ
り
に
「
若
」
が
充
て
ら
れ
て
「
若
キ
」
と
成
り
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
形
成
さ
れ
た

オ
イ
．

「
老
タ
ル
若
キ
」
と
い
う
句
的
形
態
は
他
の
和
製
漢
語
の
形
成
と
同
じ
よ
う
に
、
そ
れ
を
字
音
読
み
す
れ
ば
、
「
老
若
」
と
い
う
二
字
漢
語
と
な

る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓
と
の
対
応
関
係
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
後
程
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

一
般
に
、
和
製
漢
語
と
は
仮
名
文
に
お
い
て
多
く
仮
名
書
き
さ
れ
て
い
た
和
語
が
記
録
体
な
ど
漢
字
専
用
の
文
章
を
中
心
に
漢
字
書
き
さ

れ
る
に
伴
っ
て
字
音
読
み
も
生
じ
、
さ
ら
に
、
そ
の
形
が
一
般
に
定
着
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
来
の
漢
語
と
同
様
に
認
識
さ
れ
る
よ
う
に

（

4

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ク

ワ

ジ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

へ

ン

ジ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

5

）

な
っ
た
も
の
を
指
す
。
例
え
ば
、
「
ひ
の
こ
と
1
火
事
」
、
「
か
へ
り
ご
と
1
返
事
」
等
は
一
般
に
良
く
知
ら
れ
る
例
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

右
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
が
如
く
、
管
見
に
入
っ
た
仮
名
文
に
お
い
て
は
、
「
老
若
」
と
い
う
和
製
漢
語
に
該
当
す
る
よ
う
な
仮
名
書
き
さ

れ
る
和
語
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
老
若
」
と
い
う
和
製
漢
語
の
形
成
は
、
「
火
事
」
、
「
返
事
」
の
よ
う
に
仮
名

文
に
お
い
て
仮
名
書
き
さ
れ
る
和
語
か
ら
で
は
な
く
、
「
火
事
」
、
「
返
事
」
等
と
異
な
っ
た
仕
方
を
見
せ
て
い
る
。
右
の
考
察
で
見
た
よ
う
に
、



「
老
若
」
の
形
成
の
為
に
は
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
和
訓
と
の
対
応
関
係
が
成
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
う
い
う
前
提
の
下
で
、
「
老
少
」

オ

イ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

オ

イ

と
い
う
漢
語
を
「
老
タ
ル
若
キ
」
と
訓
読
す
る
こ
と
が
初
め
て
出
来
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
漢
語
「
老
少
」
の
訓
読
と
し
て
の
「
老
タ
ル
若
キ
」

を
字
音
読
み
す
れ
ば
、
「
老
若
」
と
い
う
二
字
漢
語
と
成
る
、
と
い
っ
た
過
程
を
経
て
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

但
し
、
「
老
若
」
と
い
う
和
製
漢
語
の
形
成
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
想
定
の
域
に
止
ま
っ
て
い
る
の
み
で
あ
る
た
め
、
今
後
、
一

層
資
料
を
充
実
さ
せ
て
、
所
論
を
補
正
し
た
い
と
思
う
。

オ
イ

ま
た
、
和
漢
混
清
文
で
は
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
対
義
的
な
意
味
を
一
語
で
表
わ
す
の
に
は
、
「
老
若
」
と
「
老
タ
ル
若
キ
」
等
の
よ

う
な
句
的
な
形
態
を
除
い
て
は
、
「
老
少
」
と
い
う
漢
語
が
多
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
、
漢
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
一
致
し

て
い
る
。
そ
の
「
老
少
」
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ソ

　

　

　

　

ナ

ン

ニ

ヨ

　

　

ー

　

　

　

　

　

ヰ

ヤ

ス

ミ

9
、
其
ノ
門
ノ
下
二
男
女
ノ
老
少
ノ
人
多
ク
居
テ
休
ケ
ル
ヲ
（
今
昔
物
語
集
四
那
⑲
）

l
q
貴
餞
ノ
シ
ナ
ヲ
エ
ラ
パ
ス
剖
到
ヲ
モ
サ
タ
メ
ス
（
三
宝
絵
詞
下
7
0
オ
③
）

多
用
さ
れ
て
い
る
「
老
少
」
の
用
例
の
中
で
、
「
老
少
不
定
」
と
い
う
表
現
が
多
く
存
在
し
て
い
る
。
そ
れ
は
慣
用
的
に
な
り
、
固
定
化
さ
れ

た
も
の
と
な
る
と
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

1
1
、
況
や
ま
た
老
少
不
定
の
さ
か
ひ
な
り
（
発
心
集
第
五
巻
捕
⑦
）

エ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

1
2
、
老
少
不
定
之
習
聞
二
南
門
之
風
一
（
延
慶
本
平
家
物
語
第
一
末
十
オ
⑨
）

と
あ
る
。
「
老
少
不
定
」
と
い
う
表
現
が
固
定
し
た
た
め
、
後
世
に
編
纂
さ
れ
た
『
書
言
字
考
節
用
集
』
　
に
は
、
「
老
少
不
定
」
を
見
出
し
語

と
し
て
掲
出
し
て
い
る
。

テ

都
外
窮
摘
欄
紺
航
用
㌍
嘉
八
下
墨

以
上
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
意
味
分
野
の
語
及
び
表
現
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
。
そ
れ
ら
が
和
漢
混
清

文
で
の
使
用
状
況
は
次
の
表
四
の
と
お
り
と
な
る
。

中
日
漢
語
対
照
研
究



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

て
しノ

老 老

老
タ
ル
（モ
ー若
キ

（モ
）、
若
キ
（モ
）

老
タ
ル
（モ
）

老 象対察考

小 少 若 献文

1 2 3 集語物昔今

1 詞給宝三

1 座百
抄

草
書

法
聞

1 1 抄異歎

1 集開署今古

2 集物宝

1 記道海

9 01 語物家平本慶延

9 6 系大
語

学
物

文
家

典
平

甜

9 1 1 記衰盛平源

1 語物元保

2 集、レ卦

r
4 集石沙

4 蔵眼法正

2 記聞随蔵眼法正

1 7
00

4
1 22 2 計

す示を数例用の語用慣ふ
ノ

と」定不少老「ま部数注

以
上
の
考
察
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
「
老
若
」
は
平
安
中
期
の
十
世
紀
末
期
ご
ろ
に
漢
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
中
で
形
成

さ
れ
た
新
し
い
語
で
あ
る
た
め
、
平
安
時
代
が
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
鎌
倉
時
代
に
下
っ
て
も
「
老
少
」
ほ
ど
多
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
の
で

あ
る
。
つ
ま
り
漢
文
と
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
「
老
少
」
は
「
老
若
」
が
現
れ
て
い
て
も
、
依
然
と
し
て
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
意
味

分
野
の
中
で
、
中
心
的
な
役
目
を
果
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
老
弱
」
が
多
用
さ
れ
る
中
国
文
献
と
異
な
っ
た
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

以
上
、
「
老
若
」
が
確
認
さ
れ
た
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
限
っ
て
、
検
討
を
施
し
て
み
た
が
、
以
下
、
「
老
若
」
の
使
用
例
が
認
め
ら
れ
な
か
っ



た
文
章
ジ
ャ
ン
ル
を
見
て
み
よ
う
。
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
、
「
老
若
」
の
有
無
の
異
同
が
生
じ
て
い
る
の
は
そ
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴

に
起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
仮
名
文
に
お
い
て
、
「
老
若
」
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
は
仮
名
文
が
和
語
を
中
心
に
、
漢
語
を
最
少

限
に
使
用
す
る
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
制
約
に
よ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
は
、
仮
名
文
に
於
い
て
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
意
味

が
如
何
な
る
語
或
い
は
表
現
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
る
の
か
、
次
の
用
例
を
挙
げ
て
考
え
て
み
よ
う
。

1
、
つ
、
ま
し
く
い
ら
へ
に
く
＼
て
お
し
っ
る
滅
l
呵
刃
の
い
て
き
た
る
に
そ
ゆ
つ
り
た
ま
ふ
た
と
し
へ
な
く
さ
し
す
く
し
て
あ
な
か
た
し

け
な
や
か
た
は
ら
い
た
き
お
ま
し
の
さ
ま
に
も
侍
か
な
み
す
の
う
ち
に
こ
そ
わ
か
き
人
く
は
も
の
＼
ほ
と
し
ら
ぬ
（
源
氏
物
語
大
成

は
し
姫
1
5
2
6
①
）

2
、
め
の
と
た
つ
お
い
人
な
と
は
さ
う
L
に
い
り
ふ
し
て
ゆ
ふ
ま
と
ひ
し
た
る
は
と
な
り
わ
か
き
人
二
三
人
あ
る
は
よ
に
め
て
ら
れ
給
ふ

御
あ
り
さ
ま
を
ゆ
か
し
き
も
の
に
思
ひ
き
こ
え
て
　
（
同
右
す
ゑ
つ
む
花
2
1
2
⑨
）

と
あ
る
。
仮
名
文
で
は
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
意
味
が
右
の
1
、
2
例
の
よ
う
に
示
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
鎌
倉
時
代
に
成
立
す
る
と

い
わ
れ
る
　
『
唐
物
語
』
、
『
徒
然
草
』
　
に
は
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
と
違
っ
た
よ
う
な
例
が
見
え
る
。

3
、
か
1
れ
と
も
わ
か
き
お
ひ
た
る
さ
た
め
な
き
世
の
う
ら
め
し
さ
は
（
唐
物
語
第
八
話
1
0
③
）

4
、
男
女
劃
封
み
な
さ
る
人
こ
そ
よ
け
れ
ど
も
（
徒
然
軍
用
⑧
）

と
あ
る
。
『
唐
物
語
』
は
平
安
朝
歌
物
語
を
指
向
し
っ
つ
、
中
国
の
説
話
集
の
翻
訳
と
も
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
平
安
時
代
の
仮
名
文
と
異
な
っ

た
様
相
を
有
す
る
物
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
　
『
唐
物
語
』
　
に
「
わ
か
き
お
ひ
た
る
」
と
い
う
表
現
が
見
え
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

『
徒
然
草
』
は
平
安
朝
の
仮
名
文
の
伝
統
を
継
承
し
っ
つ
、
中
国
の
古
典
・
仏
教
関
係
の
典
籍
等
の
影
響
の
下
に
、
『
今
昔
物
語
集
』
以
後
の

説
話
集
の
表
現
や
中
古
以
来
の
法
制
・
政
治
・
有
職
故
実
の
諸
文
献
の
記
録
性
を
も
吸
収
し
た
随
筆
で
あ
る
。
そ
の
中
に
現
れ
て
い
る
「
老

少
」
は
ほ
か
で
も
な
く
平
安
時
代
の
仮
名
文
と
違
っ
た
文
体
的
特
徴
の
一
反
映
と
も
い
え
よ
う
。

仮
名
文
に
対
し
て
、
漢
文
に
於
け
る
漢
詩
文
は
漢
語
を
基
調
と
す
る
文
章
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
故
漢
詩
文
に
は
「
老
若
」
が

中
日
漢
語
対
照
研
究
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倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
〇

見
え
な
か
っ
た
か
、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
漢
詩
文
は
漢
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す
る
も
の
の
、
他
の
和
化
漢
文
的
な
古

記
録
類
と
異
な
っ
て
概
ね
正
格
（
純
）
漢
文
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
漢
詩
文
は
従
来
の
中
国
の
漢
文
、
漢
詩
等
を
殆
ど
そ
の
ま

ま
踏
襲
し
た
の
で
あ
る
。
右
の
考
察
で
わ
か
る
よ
う
に
、
中
国
文
献
に
は
「
老
若
」
が
検
出
出
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
漢

詩
文
か
ら
は
「
老
若
」
の
使
用
例
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
そ
の
た
め
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
漢
詩
文
で
は
、
「
老
若
」
の

代
わ
り
に
、
如
何
な
る
語
が
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
意
味
を
表
わ
し
て
い
る
の
か
、
次
の
用
例
を
見
よ
う
。

ウ

ラ

ミ

　

　

ウ

ラ

メ

シ

キ

　

ウ

ラ

メ

シ

キ

ヨ

リ

ワ

カ

ウ

シ

サ

キ

タ

ツ

1
、
恨
而
更
恨
莫
）
恨
）
於
三
少
　
先
二
親
一
雄
三
知
二
朝
日
到
之
不
定
二
久
遠
寺
蔵
本
朝
文
粋
巻
十
四
m
⑤
）

2
、
着
レ
杭
看
レ
沐
看
々
落
萄
外
相
分
歎
二
両
倶
一
　
（
田
氏
文
集
8
1
6
下
⑩
）

3
、
筍
瑚
相
携
母
知
子
（
菅
家
文
革
管
家
後
集
2
7
5
⑭
）

4
、
魚
行
二
人
道
之
中
一
朝
瑚
没
亡
不
レ
得
其
死
（
都
氏
文
集
撒
④
）

の
よ
う
に
、
漢
詩
文
で
は
、
「
老
少
」
「
老
弱
」
と
い
う
二
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
中
国
文
献
と
一
致

す
る
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
漢
詩
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
の
特
徴
を
反
映
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
漢
詩
文
に
於
け
る
「
老
少
」
「
老
弱
」
の

使
用
状
況
は
表
五
の
と
お
り
と
な
る
。

老 老 象対察考

弱 少 献文

2 集文氏都

1 草文家菅
集後家菅

3 蔵寺遠久
粋文朝本

1 集文氏田

2 集文朝本

3 6 計



以
上
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
老
若
」
を
巡
っ
て
検
討
を
加
え
て
み
た
。
し
か
し
、
何
故
「
老
若
」
が
日
本
で
形
成
さ
れ
た
の
か
と
い
う

疑
問
が
残
っ
て
い
る
。
次
の
項
目
で
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

四
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
老
若
」
の
形
成
に
つ
い
て

中
国
文
献
に
は
「
老
若
」
が
見
え
な
か
っ
た
の
は
「
老
若
」
を
形
成
す
る
後
部
要
素
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
が
中
国
語
に
は

存
し
て
い
な
い
た
め
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
、
中
国
語
の
「
若
」
と
い
う
字
が
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
な

い
の
に
、
何
故
、
日
本
文
献
で
は
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
対
義
的
な
意
味
を
一
語
で
表
す
「
老
若
」
が
造
語
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
、
ほ
か
で
も
な
く
「
老
若
」
を
成
す
後
部
要
素
「
若
」
が
日
本
語
で
は
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
「
老
若
」
の
形
成
は
「
若
」
と
和
訓
㌧
ヮ
ヵ
シ
」
と
の
対
応
関
係
が
確
立
さ
れ
た
上
で
、
初
め
て
出
来
た
の
で
あ

る
。
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
の
成
立
は
次
に
挙
げ
る
古
辞
書
と
古
文
献
か
ら
察
知
さ
れ
る
。

若
謂
精
霊
欝
ル
霊
”
崇
㌢
タ
ス
ク
ナ
ム
ノ
。
ト
シ
（
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
彿
下
末
2
8
⑥
）
　
（
声
点
略
）

＼
　
　
　
　
＼
＼
　
＼

稚
チ
ワ
カ
シ
幼
少
薮
若
（
略
六
字
）
弱
己
上
同
（
前
田
本
色
葉
字
類
抄
人
事
付
上
8
7
オ
③
）

ワ
カ
人
ワ
カ
カ
タ
ナ
ト
イ
ヘ
ル
ワ
カ
如
何
ワ
カ
バ
若
也
少
也
ワ
サ
カ
ナ
ノ
反
ウ
マ
カ
ナ
ノ
反
一
切
ノ
物
ノ
ワ
カ
キ
ハ
ミ
ナ
気
味
ノ
ヨ
キ
也

（
名
語
記
四
巻
ニ
ウ
）

ま
た
、
昌
泰
年
間
頃
成
立
す
る
と
い
わ
れ
る
日
本
最
古
の
漢
和
字
書
『
新
撰
字
鏡
』
の
序
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
な
文
が
書
か
れ
て
い
る
。

所
撰
集
字
書
敢
亀
笥
学
之
筆
述
乱
簡

「
若
者
の
学
者
の
為
に
、
述
乱
簡
」
と
解
さ
れ
、
「
若
学
」
の
「
若
」
は
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

文
中
の
「
若
」
の
意
味
は
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

更
に
、
訓
点
資
料
か
ら
も
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
の
確
立
を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
。

中
日
漢
語
対
照
研
究
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シ

カ

ノ

ミ

ナ

ラ

ス

却

嘲

テ

　

ニ

ネ

ブ

　

　

　

イ

ウ

ヲ

加
－
復
少
因
求
法
尋
訪
師
（
平
）
友
（
平
）
（
興
福
寺
戒
大
意
恩
寺
三
蔵
法
師
侍
巻
九
型

一
四
二

文
中
の
「
少
」
は
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
少
」
の
字
に
「
若
也
」
と
い
う
義
注
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」
の
意
味
を
表
す
の
み
な
ら
ず
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓
と
の
対
応
関
係
が
定
ま
っ
た
も
の
に
な
っ
て

い
る
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
は
一
体
何
時
代
に
成
立
し
た
の
か
。
以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
。
ま
ず
、
次
の

用
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

1
、
茄
、
欲
レ
取
二
其
建
御
名
方
神
之
至
乞
帰
而
取
者
、
如
レ
取
二
者
萄
一
塩
批
而
投
離
者
、
即
逃
去
（
古
事
記
上
巻
9
0
⑭
）

い

　

し

し

　

つ

な

　

か

は

へ

　

わ

か

く

さ

　

わ

か

　

　

　

　

　

あ

　

も

2
、
射
ゆ
鹿
猪
を
認
ぐ
川
辺
の
若
草
の
若
く
あ
り
き
と
吾
が
恩
は
な
く
に
（
日
本
書
紀
斉
明
紀
四
年
）

3
、
吾
屋
戸
之
朝
刊
乃
梅
毛
未
含
有
（
万
葉
集
7
9
2
）

4
、
夫
寺
家
之
屋
者
、
不
レ
有
二
俗
人
寝
慮
り
亦
偶
一
萄
矧
女
小
目
二
放
髪
卿
奏
。
（
同
右
型

5
、
却
朝
乃
新
手
枕
乎
巻
始
而
夜
哉
将
間
二
八
十
一
不
在
園
（
同
右
型

五
例
の
「
若
」
は
い
ず
れ
も
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応

関
係
が
巳
に
奈
良
時
代
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
奈
良
時
代
の
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
万
葉
集
』
三
文
献
の
間
で
は
、
「
若
」
と
い
う
字
の
使
用
上
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。
『
古

（6）

事
記
』
で
は
、
「
ワ
カ
シ
」
を
示
す
漢
字
と
し
て
「
稚
、
若
」
二
字
の
み
で
、
他
の
「
ワ
カ
シ
」
を
示
す
漢
字
「
少
、
小
、
弱
」
等
を
見
出
す

こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
決
し
て
『
古
事
記
』
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
漢
字
が
存
在
し
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
各
々
別
の
意
味
を

表
す
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
「
少
、
小
」
は
「
故
随
レ
教
到
行
」
、
「
多
到
」
「
大
小
」
、
「
小
国
」
の
如
く
、
「
ス

コ
シ
、
ス
ク
ナ
シ
、
チ
ヒ
サ
シ
」
の
意
味
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
弱
」
は
「
上
瀬
者
瀬
遠
、
下
瀬
者
瀬
矧
而
」
の
よ
う
に
「
ヨ
ワ
シ
」

の
意
味
ビ
し
て
用
い
る
他
に
、
慣
用
的
な
固
有
名
詞
記
と
し
て
「
手
刻
女
人
」
、
「
目
矧
王
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
つ



ま
り
、
本
来
の
中
国
語
と
し
て
「
少
、
小
、
弱
」
等
の
漢
字
は
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
『
古
事
記
』
に
お
い

て
は
そ
れ
ら
を
採
用
せ
ず
、
「
稚
、
若
」
と
い
う
二
字
を
以
て
、
「
ワ
カ
シ
」
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
『
古
事
記
』
の
作
者
が
「
稚
、
若
」

と
「
少
、
小
、
弱
」
と
を
使
い
分
け
よ
う
と
す
る
意
識
的
な
用
字
法
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
更
に
、
「
稚
、
若
」
両
者
の

（7）

問
に
は
、
使
用
量
の
上
で
顕
著
な
差
異
が
存
し
て
い
る
。
「
稚
」
は
二
例
だ
け
あ
り
、
熟
字
「
八
鴫
女
」
の
他
、
単
字
と
し
て
「
国
税
如
二
浮

脂
t
」
と
用
い
る
。
こ
の
「
稚
」
字
が
本
来
の
中
国
語
と
し
て
「
ワ
カ
シ
」
の
意
味
を
有
す
る
た
め
、
「
稚
」
と
「
ワ
カ
シ
」
和
訓
と
の
対
応

関
係
は
正
し
い
訓
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
「
稚
」
に
対
し
て
、
本
来
の
中
国
語
と
し
て
「
ワ
カ
シ
」
の
意
味
を
持
っ
て
い
な
い

「
若
」
を
用
い
て
、
「
ワ
カ
シ
」
を
示
す
例
は
用
例
も
検
出
で
き
た
。
右
に
挙
げ
た
例
1
の
よ
う
な
形
容
詞
と
し
て
の
例
の
他
、
神
名
、
人
名

（8）

「
薗
山
咋
神
」
、
「
天
劃
日
子
」
等
、
複
合
語
の
前
部
要
素
と
し
て
用
い
、
「
ワ
カ
」
と
訓
ま
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
は
、

「
ワ
カ
シ
」
を
示
す
漢
字
は
「
若
」
と
い
う
一
字
が
圧
倒
的
に
多
い
。
換
言
す
れ
ば
、
『
古
事
記
』
の
作
者
が
「
ワ
カ
シ
」
を
示
す
為
に
、
意

識
的
に
「
若
」
と
い
う
字
を
限
定
し
て
用
い
よ
う
と
す
る
意
図
が
認
ら
れ
よ
う
。
「
ワ
カ
シ
」
を
示
す
為
に
、
「
若
」
を
用
い
よ
う
と
す
る
『
古

事
記
』
作
者
の
意
識
的
な
用
字
法
か
ら
も
奈
良
時
代
に
於
け
る
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
和
訓
と
の
対
応
関
係
が
巳
に
確
立
し
て
い
た
こ
と
を

指
摘
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
両
者
の
対
応
関
係
が
成
立
し
て
、
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
『
古
事
記
』
作
者
が

そ
れ
を
選
択
す
る
可
能
と
な
る
。
で
は
、
何
故
、
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
本
来
「
ワ
カ
シ
」
の
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」

を
示
す
為
に
圧
倒
的
に
多
用
さ
れ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
は
「
古
事
記
の
文
章
、
す
な
わ
ち
正
格
の
漢
文
で
も
な
く
仮
名
文
で
も
な
く
、
日
本

（9）

語
を
漢
字
だ
け
を
使
っ
て
日
本
語
の
法
格
を
生
か
し
つ
つ
独
自
の
用
字
法
に
拠
っ
て
書
か
れ
た
文
章
」
と
い
う
性
格
に
一
因
を
求
め
る
こ
と

が
出
来
よ
う
。

『
古
事
記
』
に
対
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
で
は
、
「
若
」
を
2
2
4
例
検
出
で
き
た
が
、
そ
の
中
に
、
右
に
挙
げ
た
例
2
の
和
歌
の
他
、
慣
用
的
な

固
有
名
詞
表
記
と
し
て
数
例
「
封
狭
」
、
「
萄
櫻
宮
」
と
使
用
さ
れ
る
の
み
で
、
残
り
が
比
況
、
仮
説
等
の
本
来
の
中
国
語
と
同
じ
意
味
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
ワ
カ
シ
」
を
示
す
漢
字
は
「
稚
、
幼
、
小
、
弱
」
等
の
本
来
「
ワ
カ
シ
」
の
意
味
を
有
す
る
も
の
が
中
心
と
な
り
、

中
日
漢
語
対
照
研
究
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一
四
四

中
国
文
献
と
一
致
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
『
日
本
書
紀
』
が
正
格
（
純
）
漢
文
と
い
う
文
章
の
性
格
の
た
め
、
当
時
、

「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
和
訓
と
の
対
応
関
係
が
己
に
確
立
し
て
い
て
も
、
本
来
の
中
国
語
と
し
て
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」
の
意
味
を
持
っ
て

い
な
い
以
上
、
「
若
」
を
中
国
語
と
同
じ
よ
う
に
用
い
た
の
で
あ
る
と
看
取
さ
れ
る
。
同
じ
奈
良
時
代
文
献
と
い
う
も
の
の
、
『
古
事
記
』
と

『
日
本
書
紀
』
と
の
両
者
の
文
章
の
性
格
に
よ
っ
て
、
「
若
」
と
い
う
字
の
使
用
上
に
お
い
て
、
対
折
的
な
差
異
が
見
ら
れ
る
。

同
じ
よ
う
に
、
『
万
葉
集
』
で
は
、
右
に
挙
げ
た
例
3
、
4
、
5
の
如
く
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
示
す
の
も
『
万
葉
集
』
の

『
日
本
書
紀
』
と
異
な
っ
た
日
本
独
特
の
和
歌
集
と
い
う
文
章
の
性
格
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」

の
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
以
上
の
考
察
で
分
る
よ
う
に
、
日
本
語
の
中
で
発
生
し
た
こ
と
と
な
る
た
め
、
『
万
葉
集
』
の
よ
う
な
日
本
独

特
の
和
歌
集
に
は
、
当
然
な
こ
と
な
が
ら
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
和
訓
と
の
対
応
関
係
が
確
立
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

右
に
挙
げ
た
『
古
事
記
』
、
『
日
本
書
紀
』
、
『
万
葉
集
』
と
い
っ
た
奈
良
時
代
の
文
献
に
於
け
る
1
～
5
例
の
示
す
よ
う
に
、
「
若
」
と
「
ワ

カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
が
己
に
奈
良
時
代
に
成
り
立
っ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
そ
の
た
め
、
奈
艮
時
代
以
降
に
成
立
す
る
古
辞
書
に
は
、
「
若
」

に
対
し
て
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓
が
存
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
例
1
の
「
若
葦
」
は
萌
え
出
た
ば
か
り
の
葦
を
表
す
意
味
と
考
え
ら
れ

る
。
文
は
恰
も
萌
え
出
た
ば
か
り
の
葦
を
取
る
よ
う
に
、
と
い
う
建
御
雷
神
の
怪
力
の
描
写
で
あ
る
。
例
2
、
5
の
「
若
草
」
は
春
に
芽
の

萌
え
出
し
た
ば
か
り
の
草
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
例
3
の
「
若
木
」
は
「
生
え
て
多
く
の
年
を
経
て
い
な
い
若
き
木
」
と
い
う
意
で
用
い
る

と
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
若
木
」
と
い
う
語
は
中
国
文
献
に
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
た
。

6
、
大
荒
之
中
有
衡
石
山
九
陰
山
洞
野
之
山
上
有
赤
樹
青
葉
赤
華
名
日
割
利
（
山
海
経
大
荒
山
北
経
）

7
、
折
朝
刊
以
排
日
今
聯
道
連
以
相
羊
（
楚
辞
離
騒
）

文
中
の
「
若
木
」
は
古
、
日
の
没
す
る
所
に
あ
る
神
木
を
い
う
。
つ
ま
り
、
樹
木
の
名
で
あ
る
。
中
国
文
献
に
は
、
「
若
木
」
と
い
う
語
が
確

認
さ
れ
た
が
、
日
本
文
献
の
よ
う
に
、
生
え
て
か
ら
ま
だ
年
が
多
く
立
っ
て
い
な
い
木
と
い
う
意
味
と
は
明
白
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

中
国
文
献
の
「
若
」
に
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
が
存
せ
ず
、
日
本
文
献
の
「
若
」
に
の
み
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
独
自
の
意
味
が
有
る
こ
と



の
反
映
で
あ
る
。
ま
た
、
例
4
の
「
若
冠
」
は
「
若
者
」
を
示
す
意
味
と
解
さ
れ
る
。
が
、
中
国
文
献
に
は
「
若
者
」
と
い
う
意
味
の
「
若

冠
」
は
認
め
ら
れ
ず
、
「
弱
冠
」
と
い
う
語
が
見
出
さ
れ
る
。

8
、
要
生
矯
矯
、
矧
矧
登
朝
（
漢
書
欄
下
鼓
偉
）

文
中
の
「
弱
冠
」
は
日
本
文
献
の
「
若
冠
」
と
同
じ
「
若
者
」
の
意
味
を
表
す
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
中
国
文
献
で
は
「
若
」
の
代
り
に
「
弱
」

を
以
て
「
ワ
カ
シ
」
を
示
す
が
、
日
本
文
献
で
は
、
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
の
現
れ
で
あ
る
。

奈
艮
時
代
の
文
献
に
は
、
「
若
」
と
い
う
字
の
他
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
示
し
、
そ
れ
と
対
応
関
係
が
存
在
す
る
「
弱
、
少
」
等
の
字

も
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
右
に
挙
げ
た
例
の
「
若
草
」
に
対
し
て
、
次
の
よ
う
に
「
弱
草
」
の
例
も
見
ら
れ
る
。

列
刺
列
叫

9
、
弱
草
吾
夫
何
怜
臭
（
図
書
寮
本
日
本
書
紀
巻
1
5
清
寧
紀
顕
宗
紀
仁
賢
紀
型

ま
た
、
「
少
」
の
字
が
「
ワ
カ
シ
」
と
訓
ま
れ
る
例
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

抄
可
利
ウ
シ
テ

1
0
、
我
妙
少
以
テ
不
賢
（
同
右
巻
2
3
野
明
紀
③
）

右
の
二
例
の
示
す
よ
う
に
、
奈
良
時
代
で
は
、
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓
に
対
し
て
「
弱
、
少
」
等
が
充
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
「
老

若
」
が
奈
良
時
代
に
見
え
ず
、
十
世
紀
末
期
頃
に
な
っ
て
初
め
て
文
献
上
に
登
場
し
て
く
る
の
は
、
奈
良
時
代
の
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓

と
不
特
定
の
幾
つ
か
の
漢
字
と
の
間
に
対
応
関
係
が
存
も
て
い
る
こ
と
に
一
因
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
、
平
安
時
代
に
入
っ
て
、
「
若
」

と
「
ワ
カ
シ
」
和
訓
と
の
対
応
関
係
が
他
の
漢
字
、
特
に
「
弱
」
よ
り
一
層
緊
密
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
先
に
挙
げ
た
『
前
田

本
色
葉
芋
類
抄
』
の
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓
に
対
し
て
の
漢
字
掲
出
の
順
位
か
ら
も
伺
え
る
。
そ
の
た
め
か
、
「
老
若
」
が
出
現
し
た
以
降
、

今
回
調
査
し
た
限
り
の
資
料
で
は
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
対
義
的
な
意
味
を
一
語
で
表
す
「
老
弱
」
が
一
例
も
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

何
故
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
和
訓
と
の
対
応
関
係
が
早
く
も
奈
良
時
代
に
成
立
し
て
い
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
老
若
」
と
い
う
熟
語

が
十
世
紀
末
期
の
平
安
中
期
ご
ろ
に
な
っ
て
初
め
て
文
献
上
に
現
れ
て
く
る
の
か
。
色
々
と
考
え
ら
れ
る
が
ま
ず
、
そ
れ
は
今
回
調
査
の
不

足
に
よ
る
こ
と
を
辞
む
こ
と
が
出
来
な
い
。
今
後
、
資
料
を
増
し
て
、
そ
れ
を
考
究
し
た
い
。

中
日
漢
語
対
照
研
究
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一
四
六

で
は
、
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
本
来
の
中
国
語
に
於
け
る
「
若
」
が
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
の
に
、

何
故
、
日
本
語
で
は
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
が
成
立
す
る
の
か
。
そ
れ
は
如
何
な
る
理
由
で
、
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
実

現
し
た
の
か
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
考
究
し
た
い
。

し
か
し
、
こ
こ
で
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
は
「
若
」
と
「
弱
」
と
の
二
字
が
音
通
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

「
弱
」
が
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
有
し
て
い
る
た
め
、
「
若
」
が
そ
れ
と
音
適
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
弱
」
と
同
様
に
、
「
ワ
カ
シ
」
と

訓
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。
「
弱
」
と
「
若
」
と
の
音
通
に
関
し
て
は
、
二
項
目
に
挙
げ
た
中
国
の
古
辞
書
『
類
篇
』
、
「
集
韻
』
に
も
記
述
さ
れ

て
い
る
。
「
弱
」
と
「
若
」
と
の
二
字
が
音
通
と
は
い
え
、
「
ワ
カ
シ
」
の
意
味
が
認
め
ら
れ
な
い
「
若
」
が
何
故
、
日
本
文
献
で
は
「
弱
」

と
同
じ
「
ワ
カ
シ
」
と
訓
ま
れ
る
の
か
。
つ
ま
り
、
音
通
以
外
に
、
他
の
要
因
が
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
に
先
だ
っ
て
、
ま
ず
『
康
配
学
典
』

の
「
弱
」
　
に
関
す
る
意
味
記
述
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

弱
　
而
勺
切
［
集
韻
］
［
韻
宜
日
灼
切
薗
音
若
0
砥
劣
也
⇔
委
也
臼
情
也
個
志
気
弱
也
㈲
饉
猶
末
社
的
柔
弱
也
㈲
披
也
㈹
水
名
也
錮
衰
也

佃
敗
也
出
喪
也
出
艮
弓
名
也
（
例
省
略
）

の
よ
う
に
、
「
弱
」
は
㈲
の
如
く
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
を
示
す
が
、
「
劣
、
情
、
衰
、
敗
、
喪
」
等
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
的
な
意
味
の
方

が
む
し
ろ
多
く
存
す
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
「
弱
」
を
用
い
る
と
、
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
と
共
に
、
「
劣
、
儒
、
衰
、
敗
、
喪
」
等
の
よ

う
な
マ
イ
ナ
ス
的
な
意
味
も
伴
っ
て
来
か
ね
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
「
弱
」
に
対
し
て
、
「
若
」
は
、
以
上
に
挙
げ
た
中
国
の
古
辞
書
の
示

す
よ
う
に
、
「
弱
」
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
的
な
意
味
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
「
杜
若
」
、
「
香
草
」
と
い
う
意
味
が
本
来
「
ワ
カ
シ
」
の
示
す
「
ワ

カ
ワ
カ
シ
」
等
の
意
味
に
近
い
も
の
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
る
。
「
若
」
と
「
弱
」
と
が
音
通
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
て
、
「
弱
」

（10）

の
マ
イ
ナ
ス
的
な
意
味
を
避
け
る
為
に
、
同
音
字
で
あ
る
「
若
」
に
対
し
て
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓
が
充
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
更
に
、
字
形
か
ら
見
て
も
、
草
か
ん
む
り
か
ら
な
る
「
若
」
と
い
う
字
形
は
「
弱
」
よ
り
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
和
訓
の
持
っ
て

い
る
意
味
を
よ
り
一
層
反
映
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
「
若
」
は
「
弱
」
よ
り
奈
良
時
代
か
ら
多
用
さ



（11）

れ
て
、
日
本
人
の
愛
用
文
字
と
な
る
。
そ
れ
は
『
古
事
記
』
に
お
い
て
、
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
の
「
若
」
が
用
例
も
認
め
ら
れ
る
が
、
「
弱
」

が
一
例
も
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
察
知
さ
れ
る
。

漢
字
と
和
訓
と
の
対
応
関
係
は
い
つ
も
そ
の
漢
字
と
和
訓
と
あ
る
意
味
を
必
ず
重
ね
る
と
い
う
条
件
の
下
で
、
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
考
察
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
る
が
如
く
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
和
訓
と
の
対
応
関
係
は
そ
れ
と
異
な
っ
た
様

相
を
呈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
は
、
本
来
の
漢
字
「
若
」
に
そ
れ
自
身
の
字
義
に
は
関
係
な
く
、
「
若
」

と
「
弱
」
と
の
音
通
を
土
台
に
、
日
本
に
お
い
て
「
若
」
の
字
形
等
か
ら
独
自
の
解
釈
し
て
字
義
を
定
め
て
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
る
と
考

ぇ
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
訓
に
つ
い
て
、
新
井
白
石
が
『
同
文
通
考
』
巻
四
の
凡
例
に
国
訓
と
し

（
マ
マ

国
訓
ト
イ
フ
ハ
、
漢
－
字
ノ
中
、
本
朝
ニ
テ
用
ヒ
キ
ク
ル
義
－
訓
、
彼
－
国
ノ
字
－
書
二
見
へ

国
訓
ト
ハ
云
フ
也

）シ

て
次
の
よ
う
に
論
じ

所
二
異
ナ
ル
ア
リ
。

ら
れ
て
い
る
。

今
コ
レ
ヲ
定
メ
テ
、

「
若
」
と
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
は
、
漢
字
の
字
面
そ
の
も
の
が
中
国
語
に
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
漢
字
本
来
の
字
義
に
は
関
係
な
く
日

（12）

本
独
自
の
意
味
を
充
て
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
因
っ
て
、
所
謂
国
訓
で
あ
る
と
見
ら
れ
る
。

お

　

わ

　

り

　

に

以
上
の
考
察
を
通
じ
て
、
日
本
文
献
に
於
け
る
「
老
若
」
は
中
国
語
出
自
の
漢
語
で
は
な
く
、
日
本
で
造
語
さ
れ
た
和
製
漢
語
で
あ
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
「
老
若
」
は
和
製
漢
語
と
い
う
素
姓
の
た
め
、
日
本
文
献
で
は
、
仮
名
文
と
漢
詩
文
と
い
う
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
見
え
ず
、
漢

文
の
古
記
録
類
に
偏
し
て
用
い
る
と
い
っ
た
使
用
上
に
お
い
て
、
文
章
ジ
ャ
ン
ル
に
差
異
が
認
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
和
漢
混
清
文
で
は
、
「
老

オ
イ

少
」
、
「
老
中
」
の
他
に
は
、
「
老
タ
ル
若
キ
」
と
い
う
句
的
形
態
が
多
用
さ
れ
て
、
他
の
文
章
ジ
ャ
ン
ル
と
の
異
同
を
見
せ
て
い
る
。
「
老
若
」

は
管
見
に
及
ん
だ
資
料
で
は
、
十
世
紀
末
期
の
平
安
時
代
の
中
頃
に
現
れ
て
く
る
語
で
あ
る
。
そ
の
成
立
の
新
し
さ
の
た
め
か
、
平
安
鎌
倉

両
時
代
を
通
じ
て
、
「
老
若
」
は
「
老
少
」
ほ
ど
多
用
さ
れ
ず
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
意
味
分
野
の
周
辺
的
な
役
割
を
果
す
。
一
方
の

中
日
漢
語
対
照
研
究
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「
老
少
」
は
多
く
用
い
ら
れ
て
、
「
年
寄
り
と
若
者
」
と
い
う
意
味
分
野
の
中
心
的
な
語
と
成
る
。

尚
、
「
老
若
」
と
い
う
和
製
漢
語
の
形
成
は
、
日
本
語
で
は
そ
の
後
部
要
素
の
「
若
」
が
本
来
の
中
国
語
に
は
な
い
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意

味
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
「
若
」
と
和
訓
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
が
成
立
し
た
上
で
初
め
て
出
来
た
の
で
あ
る
。
反
対
に
、
中
国

語
に
は
「
老
若
」
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
の
は
、
中
国
語
に
於
け
る
「
若
」
に
「
ワ
カ
シ
」
と
い
う
意
味
が
認
め
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
る
。

但
し
、
今
回
「
若
」
と
和
訓
「
ワ
カ
シ
」
と
の
対
応
関
係
の
成
立
に
つ
い
て
の
考
察
は
推
定
の
域
を
出
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
所

論
に
不
安
を
禁
じ
ざ
る
を
え
な
な
い
の
で
あ
る
。

漢
語
の
変
遷
に
注
目
す
れ
ば
、
和
製
漢
語
の
形
成
も
等
閑
視
し
て
い
ら
れ
な
い
一
つ
の
課
題
で
あ
る
。
「
老
若
」
の
形
成
は
日
本
語
で
造
語

さ
れ
た
、
少
な
か
ら
ぬ
和
製
漢
語
の
一
類
型
と
も
成
り
得
え
よ
う
。
今
後
、
和
製
漢
語
の
形
成
を
考
え
る
に
は
、
こ
の
「
老
若
」
の
形
成
の

パ
タ
ー
ン
を
も
と
に
し
、
こ
の
「
老
若
」
の
よ
う
な
形
成
に
属
す
る
和
製
漢
語
を
集
め
て
、
一
つ
の
語
群
と
し
て
そ
れ
ら
の
共
通
性
及
び
非

共
通
性
を
確
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
の
類
型
を
全
う
さ
せ
て
い
く
。
こ
の
よ
う
な
類
型
の
蓄
積
を
通
じ
て
、
和
製
漢
語
の
全
般
に
迫
ま

る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

（5）
（6）

山
本
真
吾
氏
「
龍
蹄
」
小
考
一
品
等
受
容
史
研
究
の
一
間
題
と
し
て
－
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
4
8
・
平
成
元
年
一
月
）

峰
岸
明
氏
「
和
漢
混
清
文
の
語
彙
」
（
『
日
本
の
説
話
7
言
葉
と
表
現
』
・
昭
4
9
・
東
京
美
術
）

井
上
光
貞
氏
『
往
生
伝
・
法
華
験
記
』
の
文
献
解
題
－
成
立
と
特
色
（
日
本
思
想
大
系
7
・
1
9
7
4
・
9
・
2
5
・
岩
波
書
店
）

蜂
谷
清
人
氏
「
仮
名
書
き
か
ら
漢
字
書
き
へ
」
の
和
製
漢
語
と
和
製
漢
字
（
『
漢
字
講
座
4
漢
字
と
仮
名
』
佐
藤
喜
代
治
編
・
平
成
元
年
二
月
二

十
五
日
・
明
治
書
院
）

山
田
孝
雄
氏
『
国
語
の
中
に
於
け
る
漢
語
の
研
究
』
（
昭
十
五
・
宝
文
館
）

小
林
芳
規
氏
『
古
事
記
』
の
類
義
字
一
覧
（
日
本
思
想
大
系
1
・
服
・
2
・
2
5
・
岩
波
書
店
）
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1

同
6

同
6

小
林
芳
規
氏
「
古
事
記
訓
読
に
つ
い
て
」
（
『
古
事
記
』
日
本
思
想
大
系
1
・
1
9
8
2
・
2
・
2
5
・
岩
波
書
店
）

瀬
間
正
之
氏
「
上
代
散
文
の
比
喩
表
現
－
　
「
如
」
、
「
若
」
を
中
心
に
ー
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
』
特
集
号
、
平
成
三
年
五
月
・
東
京
大
学
国
語
国
文
学

会
）

（
1
1
）
　
中
田
祝
夫
氏
『
日
本
語
の
世
界
と
日
本
の
漢
字
』
（
載
・
中
央
公
論
社
）

（

1

2

）

　

同

1

1

調
査
文
献

川
中
国
文
献

A
韻
文

楚
辞
、
毛
詩
（
吟
彿
燕
京
学
社
引
得
）
、
概
康
集
（
穏
康
集
校
注
本
）
、
院
籍
集
（
阪
籍
上
下
本
）
、
陸
機
詩
（
陸
士
衡
注
本
）
、
陶
淵
明
詩
文
索
引
（
堀

江
忠
道
編
）
、
謝
霊
運
詩
（
謝
康
楽
詩
注
本
）
、
謝
宜
城
詩
（
万
有
文
庫
本
）
、
全
漢
詩
索
引
（
松
浦
崇
編
）
、
玉
董
新
詠
索
引
（
小
尾
郊
一
・
高
志
真

夫
編
）
、
全
漢
三
国
晋
南
北
朝
詩
上
・
下
（
丁
福
保
編
）
、
張
籍
歌
詩
（
張
篇
詩
集
本
）
、
杜
詩
（
宋
刻
本
）
、
陳
子
昂
詩
（
陳
子
昂
集
本
）
、
李
賀
詩

（
李
長
吉
歌
詩
四
巻
）
、
温
庭
埼
歌
詩
（
四
部
備
要
本
）
、
杜
牧
詩
（
契
川
詩
集
注
本
）
、
王
維
詩
（
超
松
谷
本
）
、
李
白
歌
詩
（
膠
本
）
、
白
氏
文
集

歌
詩
索
引
（
平
岡
武
夫
・
今
井
清
編
）
、
柳
宗
元
歌
集
（
宋
世
綜
堂
本
）
、
孟
浩
然
詩
（
四
部
備
要
本
）
、
韓
愈
歌
詩
（
彦
本
）
、
何
氏
歴
代
詩
話
（
文

文
博
主
編
）
、
漢
詩
大
観
（
井
田
書
店
）

B
散
文

論
語
引
得
・
孟
子
引
得
・
春
秋
経
伝
引
得
・
蘭
雅
引
得
・
周
易
引
得
・
苛
子
引
得
・
墨
子
引
得
（
以
上
暗
併
燕
京
学
社
引
得
特
刊
）
、
裡
記
（
瞭
併

燕
京
学
社
引
得
）
、
管
子
引
得
（
中
文
研
究
資
料
中
心
研
究
資
料
叢
書
）
、
老
子
引
得
（
豊
島
睦
編
）
、
荘
子
引
得
（
弘
道
文
化
事
業
有
限
公
司
編
）
、

国
語
索
引
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
編
）
、
列
子
引
得
（
山
口
義
男
編
）
、
儀
裡
・
左
博
・
公
羊
博
・
穀
梁
侍
（
以
上
十
三
経
注
疏
）
、
山
海
経

通
検
（
中
法
漢
学
研
究
所
）
、
尚
書
（
相
基
本
）
、
戦
国
策
（
土
樽
居
彷
宋
本
）
、
論
衡
（
四
部
草
刊
本
）
、
港
南
子
・
呂
氏
春
秋
（
四
部
草
刊
本
）
、

潜
夫
論
（
四
部
備
要
本
）
、
曹
植
文
集
（
法
蘭
西
学
院
漢
学
研
究
所
）
、
史
記
索
引
・
漢
書
索
引
（
二
十
四
史
索
引
之
二
之
二
、
黄
福
璧
編
）
、
後

漢
書
語
彙
集
成
上
・
中
・
下
（
藤
田
至
善
編
）
、
三
国
志
及
蓑
注
綜
合
引
得
（
瞭
備
燕
京
社
引
得
）
、
文
選
索
引
（
斯
波
六
郎
編
）
、
文
心
離
龍
索
引

中
日
漢
語
対
照
研
究



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
〇

（
岡
村
繁
編
）
、
貞
観
政
要
（
貞
観
政
要
定
本
）
、
宋
史
列
伝
儒
林
巻
（
中
華
書
局
）
、
世
説
新
語
索
引
（
高
橋
清
編
）
、
朱
子
語
類
口
語
語
彙
（
塩
見

邦
彦
編
）
、
資
治
通
鑑
　
（
山
名
本
）

C
漢
訳
仏
典

法
華
経
二
子
索
引
付
開
結
二
経
（
東
洋
哲
学
研
究
所
編
）
、
一
切
経
音
義
索
引
（
沼
本
克
明
・
池
田
謹
毒
・
原
卓
志
編
、
古
辞
書
音
義
集
成
1
9
）
、
大
正

新
修
大
蔵
経
索
引

D
そ
の
他

侃
文
韻
府
（
王
雲
五
編
）
、
辞
源
（
商
務
印
書
館
）
、
中
文
大
辞
典
（
中
国
文
化
研
究
所
出
版
）

偽
日
本
文
献

I
奈
良
時
代
文
献

古
京
遺
文

本
古
文
書

収所収所

（
狩
谷
液
賓
）
、
続
古
京
遺
文
朔
（
山
田
孝
雄
・
香
取
秀
真
）
、
平
城
宮
木
簡
一

二
、
藤
原
宮
木
簡
、
寧
楽
遺
文
上
・
中
・
下
、
大
日

（
正
倉
院
古
文
書
（
一
－
十
五
）
、
東
大
寺
文
書
）
、
法
華
義
疏
（
伝
聖
徳
太
子
筆
）
、
万
葉
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
古
事
記

（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
、
日
本
書
紀
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
懐
風
藻
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
風
土
記
漢
字
索
引
（
植
垣
節
也
編
）

H
平
安
鎌
倉
時
代
文
献

A
仮
名
文

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
土
左
日
記
・
平
中
物
語
・
大
和
物
語
・
落
窪
物
語
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
夜
の
寝
覚
・

狭
衣
物
語
（
以
上
、
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
紺
腎
げ
ろ
ふ
日
記
索
引
・
宇
津
保
物
語
本
文
と
索
引
・
大
鏡
の
研
究
・
栄
花
物
語
本
文
と
索
引
。

古
今
和
歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
拾
遺
和
歌
集
・
金
葉
和
歌
集
・
詞
花
和
歌
集
・
千
載
和
歌
集
・
新
古
今
和
歌
集
・
新
勅
撰
和
歌
集
・
続
古
今
和
歌
集

（
以
上
、
新
編
国
歌
大
観
第
一
巻
）

B
漢
文

文
華
秀
麗
集
・
菅
家
文
章
・
菅
家
後
集
・
日
本
霊
異
記
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、
遍
照
発
揮
性
霊
集
・
江
都
督
納
言
願
文
集
（
六
地
蔵
寺
本
）
、

本
朝
文
粋
（
久
遠
寺
本
）
、
本
朝
続
文
集
・
朝
野
群
載
（
噺
紺
国
史
大
系
）
、
高
山
寺
本
表
白
集
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
、
凌
雲
集
・
経
国
集
・

都
氏
文
集
・
田
氏
家
集
・
雑
言
奉
和
・
栗
田
左
府
尚
歯
会
詩
・
扶
桑
集
・
本
朝
貰
藻
・
江
吏
部
集
・
侍
臣
詩
合
・
殿
上
詩
合
・
本
朝
無
題
詩
・
法
性

関
白
集
（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）
、
三
教
指
帰
（
天
理
図
書
館
）
、
本
朝
文
集
（
噺
紺
国
史
大
系
）
、

日
本
三
代
賓
録
・
政
事
要
略
・
類
衆
三
代
格
・
弘
仁
格
・
律
令
・
今
義
解
・
延
喜
式
・
延
喜
交
替
式
・
貞
観
交
替
式
・
延
暦
交
替
式
・
令
集
解
・
日

本
紀
略
・
扶
桑
略
紀
・
百
錬
抄
（
以
上
新
訂
増
補
国
史
大
系
）
、
西
宮
記
（
掴
故
実
叢
書
）
、
平
安
遺
文
（
丁
十
朔
東
京
堂
刊
行
・
竹
内
理
三
編
）
、



鎌
倉
遺
文
（
丁
十
和
東
京
堂
刊
行
・
竹
内
埋
三
編
）
、

貞
信
公
記
・
九
暦
・
御
堂
関
白
記
・
後
二
条
師
通
記
・
小
右
記
・
殿
暦
・
猪
猥
関
白
記
（
以
上
、
大
日
本
古
記
録
）
、
左
経
記
・
春
記
・
権
記
・
水

左
記
・
中
右
記
・
帥
記
・
永
昌
記
・
長
秋
記
・
台
記
・
兵
範
記
・
吉
記
・
山
塊
記
・
勘
仲
記
・
康
富
記
・
歴
代
展
記
・
花
園
天
皇
廣
記
・
伏
見
天
皇

展
記
（
以
上
・
増
補
史
料
大
成
）
、
玉
葉
・
明
月
記
（
国
書
刊
行
会
）
、
吾
妻
鏡
（
噺
紺
国
史
大
系
）
、
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
索
引
・
本
文
研
究
編
、

和
泉
往
来
（
高
野
山
西
南
院
蔵
）
、
高
山
寺
本
古
往
来
・
高
山
寺
本
表
白
集
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
東
山
往
来
・
菅
丞
相
往
来
・
釈
氏
往
来
・

十
二
月
往
来
・
貴
嶺
問
答
・
尺
素
往
来
・
雑
筆
往
来
・
異
制
庭
訓
往
来
（
以
上
、
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
）
、
将
門
記
（
真
福
寺
本
・
勉
誠
社
文

庫
1
3
1
）
、
玉
造
小
町
壮
哀
書
（
山
内
潤
三
・
木
村
展
・
栃
尾
武
編
輯
）
、
最
明
寺
本
往
生
要
集
（
汲
古
書
院
）
、
注
好
選
（
東
寺
蔵
観
智
院
本
）
、
元
興

寺
伽
藍
縁
起
・
日
本
往
生
極
楽
記
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
続
本
朝
往
生
伝
・
本
朝
神
仙
伝
・
拾
遺
往
生
伝
・
後
拾
遺
往
生
伝
・
三
外
往
生
記
・

本
朝
新
修
往
生
伝
（
以
上
、
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
浦
島
子
伝
・
富
士
山
記
・
続
浦
島
子
伝
・
新
猿
楽
記
・
偽
偶
記
・
遊
女
記
・
狐
媚
記
・
暮
年
記

（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）

C
和
漢
混
清
文

三
教
指
帰
注
（
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
二
二
宝
絵
詞
（
観
智
院
本
）
今
昔
物
語
集
・
保
元
物
語
・
平
治
物
語
・
宇
治
拾
遺
物
語
・
平
家
物
語
（
以
上
、

岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
法
華
百
座
間
書
抄
索
引
（
小
林
芳
規
編
）
古
本
説
話
集
総
索
引
（
山
内
洋
一
郎
編
）
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
（
東
辻

保
和
著
）
歎
異
抄
本
文
と
索
引
（
山
田
巌
・
木
村
展
編
）
閑
居
友
本
文
及
び
総
索
引
（
峯
岸
明
王
朝
文
学
研
究
会
編
）
明
恵
上
人
夢
記
・
光
言
句
義

釈
聴
集
記
・
却
療
記
・
高
山
寺
明
恵
上
人
行
状
・
高
弁
記
・
栂
尾
明
恵
上
人
博
（
明
恵
上
人
資
料
第
一
、
二
高
山
寺
資
料
叢
書
第
一
、
七
冊
）
、
東

関
紀
行
本
文
及
び
総
索
引
（
江
口
正
弘
監
修
）
、
宝
物
集
（
古
抄
本
、
小
泉
弘
編
）
、
方
丈
記
・
古
今
著
聞
集
、
沙
石
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
、

海
道
記
語
彙
及
び
索
引
（
江
口
正
弘
編
）
、
十
訓
抄
本
文
と
索
引
（
泉
基
博
編
）
、
平
家
物
語
（
延
慶
本
）

〔付記〕本
稿
は
平
成
三
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
論
を
成
す
に
際
し
て
、
小
林
芳
規
先
生
よ
り

終
始
曖
い
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

中
日
漢
語
対
照
研
究




